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《 夢や目標を叶えるために！ 》 

 10 月５日（水）に進学者の模擬面接を実施いたしました。総合型選抜、学校推薦

型選抜（指定校制・公募制）は 10 月以降の入学試験導入が３年目を迎えています。

本校の場合、殆どの人が 10 月から 11 月にかけての試験であり、面接や小論文、そし

て課題プレゼンなど、放課後になると個別担当の先生方と練習をしている光景をみか

け、合格を目指して頑張っている姿はすばらしいものがあります。 

 

 ２年生は修学旅行という学校生活の中で最も思い出に残る行事が控えていますが、

すぐに進路を見据える必要があります。４月に進路希望調査を実施し、キャリア教育

（企業見学バスツアー・自転車見学）や三者面談を通して、少しずつですが進学か就

職を具体的に考える人も出てきたはずです。将来の自分を見据えた学習計画をしてい

くことが、進路目標を達成するには大切なことだと考えています。 

 

【 学校推薦型選抜（指定校制と公募制の違いとは???） 】 

指定校制推薦 

（私立校のみ） 

大学が特定の高校を指定して実施する入試方式。勉強や部活

動の成績などを評価して合否が決定する。募集人数が少なく

狭き門だが、出願できれば合格率は高い。 

公募制一般推薦 

大学ごとの出願資格を満たして、出身学校の校長から推薦さ

れた生徒が受験可能である。評定平均値に基準があることが

多い。 

公募制特別推薦 
スポーツや文化活動（共に全国大会が多い）における実績な

どが評価される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 今後の進路行事 】 

期日 曜日 内容 

１１月 １日 火 ３年生進学希望者模擬面接（２日迄） 

１１月２０日 日 看護への道セミナー（申込各自）山形テルサ 

１１月２１日 月 １・２年生進路希望調査用紙配付 

１１月２４日 木 ２年生進路講演会 

１１月２５日 金 ２年生就職実現セミナー＆進学説明会 



《 感想！ 》 

 ９月 29 日（木）に行われたワクワクワークの感想の一部抜粋で、今週中にお礼状

と感想文を発送いたします。代表生徒が記載した手書きのお礼状は既に発送が完了し

ており、ある企業からは「何度も読み返しました」という返事をいただきました。感

情が入る手書きのお手紙は、もらった人に元気と勇気を与える魔法の手紙なのかもし

れません。商業に学ぶ生徒として書き方を学んでほしいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月 30 日（金）に実施された進路講演会の感想をいただきました。ありがとうご

ざいました。男女共同参画社会と言われ久しいのですが、「家事育児を家族みんなで

関わることが子どもの成長に繋がる」という話は印象的でした。来年度の講演会で生

徒にも話を頂く予定であり、貴重なご意見をいただいたことに感謝申し上げます。あ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 学校説明会！ 》 

 10 月８日（土）に学校見学会が行われ置賜地区の中学生と保護者に参加をいただ

きました。山形県内にある学校の中から本校を選んで学校説明会に来てくれたことは

嬉しい極みであり、「ビジネス基礎」「簿記」「総合実践」の体験授業で興味・関心を

持って本校に入学してくれることを願っています。皆さんも中学校のときに本校の説

明会に来た人もいるでしょう…。初志貫徹の気持ちが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

商業研究部「観光名所を観光萌所に」の発表の様子 

《 進路講演会保護者からの感想 （講演テーマ「未来で働くために必要なこと」） 》 

 これから大人になっていく息子にも、聞かせたいお話でした。母親だけが、子育てや家事

をするのではなく、その家それぞれの 1番よい形で育児をしている先生が素晴らしいと思い

ました。また様々な活動を通して、沢山の人と関わりを持つことが、子供の成長にも繋がる

のだと感じました。コロナ禍で色々制限はありますが、その中でもいろいろな経験を積ませ

てあげたいと思いました。 

《 ワクワクワーク感想 》 

 私は、少し前に御社の企業説明を聞かせていただき、企業内の取り組みにとても興味を持

ちました。実際に体験させていただき、楽しい時間を過ごせました。ＴＯＹＯＴＡでのガラ

スの使用率や、視認性などの向上など、これからますます需要が高まっていきそうな製品の

数々とても面白かったです。安全・視認・衛生。特に視認性に優れたガラスが興味深かった

です。一番初めに箱を見させていただいたのですが、手が入らないことにとても驚きました。

ひとつひとつの製品が使用者のことを考えられていて、この時代になくてはならないものだ

と思います。 


